ＰＴＡ活動に連動した小学４年生対象の天文学習内容

1 目的

この学習は、星を通して科学的な興味・疑問や好奇心をもたせ、自発的な観測や観察を行えるように指導し、観察する目を養う事を目的とし、同時に、自然との営みの共有ついての学習も同時に行う。また、ＰＴＡ活動を考慮し内容を連動させて学習を行う。

2 学習内容

· 第一回：星空談議

· 第二回：宇宙と水

· 第三回：星空探訪

3 利用器材

スライド映写機・ビデオプロジェクター・パソコン・ビデオデッキ・スクリーン

4 各項目考察

4.1 対象者について

現在においては、ビジュアル的に情報は豊かで子ども達も目にしているでしょうが、現実の星空は実質的に遠ざかっている現状があるように思えます。

最も身近な自然現象としての星空に対して、内容の理解度・関心のバランスの取れている5年生を対象としたいと思っています。

4.2 学習期間

原則１クラスに対して月に一回1時間を予定しています。

子ども達の興味を引き出し定着させるのは、とても1回では不可能で、今回、複数回行う事により、目的を達成出来ると思われます。

4.3 学習内容について

· 第一回は私の星空体験談とスライド映写を交えて、「星」そのもの見え方について考える。

星の色と明るさにつていも触れ、パソコンプラネタリウムで星座の紹介やギリシア神話などを紹介する。

· 第二回は、「水」をテーマに宇宙と地球での水のサイクルを学習。

また、宇宙と地球上の生き物が協調（自然との共存）していることの学習。

パソコンプラネタリウムの実施し惑星の姿なども紹介する

· 第三回は、星座に着目し「星（夜）」を通した季節感や、星座の位置関係・時間との関係について、四季による星座の移り変わりと星座の神話について、パソコンプラネタリウムを利用しての学習。

4.4 利用器材について

基本的にすべて、私の方で手配いたします。

· スライド映写機

星空ファクトリーで所有あり、これを利用する。

· ビデオプロジェクター（パソコン対応）

星空ファクトリーで所有あり、これを利用する。

· パソコン


ノートパソコンが私個人所有であり、これを利用する。

· スクリーン

学校側の機材を利用する。

5 所感

天文学については、最も身近で最も幅が広く関連付けできるだけの分野だと思っております。

ですから、ただ、「星」だけの事象を取りあげる従来の教育では、子どもの現実にあわずに勉強と言うより覚えるだけの、機械的な作業の積み重ねに過ぎなくなる危険性を持っています。

私は、興味こそ学習意欲の元と思い、自ら関心を持つことの出来る学習内容を心がけて取り組みたいと思っています。

結果、観察の目を育て、それに対して論理を付けられる「科学する」心が育ててられれば良いと思い、今日、理科の科目で取り分け「地学」「物理学」に対しての関心が薄れる中、科学する心の豊かさをこの時世だからこそはくぐみたいと思っています。

今回の試みは、決して学問という域だけではなく、「自然との共存」を中心にし、天文学を主題にもっと広い視野での「心」を育みたいと思っています。

